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研究成果の概要（和文）：　日本語音声を専門的に扱う職業（日本語教師，言語聴覚士，音声鑑定人など）に就
く日本語母語話者のためのアクセントパターンの聴取訓練において，音感訓練を導入することが有効かどうか，
複数回の実験を行って検証した．結果から，アクセントの聴取成績と音感（音の高さの感覚）の良さには関係
（正の相関）があること，回を重ねるごとにアクセントの聴取成績は向上すること，しかしながら音感訓練の効
果は見られないことが分かった．

研究成果の概要（英文）：   This project aims to develop listening training programmes in Japanese 
speech characteristics for native speakers of Japanese, who wield the knowledge of phonetics in 
their profession, such as language teachers, speech therapists, and forensic speech investigators. 
Experiments were conducted in order to test the availability of sound sensitivity tasks in training 
the perception of Japanese pitch accent.
   The results showed that perception of pitch accent positively correlated with perception of pitch
 height, and that the performances of pitch accent tasks improved significantly with each training 
session. However, the effect of the sound sensitivity tasks was not significant. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　音響特徴の聴取における音感訓練の有効性は，非母語話者を対象とした実験では確認されているが，母語話者
を対象とした場合には効果が異なることが明らかになった．
　日本語音声を専門的に扱う職業に就く場合，元来音の高さの感覚がいい人の方がアクセント聴取には有利では
あるが，月に一度，20分程度の聴取訓練を行うことで，聴取能力は向上し，能力の個人差が解消される可能性が
あることが示された．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 実務として日本語音声言語を専門的に扱う職業に就く者（音声学者，日本語教師，言語聴覚
士，音声鑑定人，アナウンサーなど，以後，実用音声学者と呼ぶ）にとって，日本語の音響特
徴を客観的に聴取（弁別および識別）できることは必須である．音声学や応用言語学では，母
語の音声に含まれる音響特徴は母語話者であれば誰でも訓練することなく聴取できると考えら
れている場合が多く，日本語の実用音声学者を志す日本語母語話者が特別な聴取訓練を受ける
機会はほとんど無い．つまり，母語の音響特徴の聴取は個人の能力と努力に委ねられているの
が現状である．しかし，聴取能力は個人差が大きく，さらに出身地の方言などの不可避な要因
に左右されることも十分考えられる．実際に，申請者が行ったパイロットテスト（10名の日本
語を母語とする実用音声学者）では，アクセント型の識別正答率は 20 問中平均 62.7%であり，
音声学の知識を有する場合であっても，母語話者による音響特徴の聴取は必ずしも容易でない
ことが示された． 
 一方，非母語話者を対象とした音響特徴の聴取訓練については，先行研究も多く，さまざま
な知見が得られている．特に，聴取者の属性に焦点を当てた研究においては，外国語学習経験
や音楽経験の有無によって聴取成績が変化することが示されている．声調言語の学習経験があ
る聴取者や，幼少期からの音楽経験のある聴取者は，経験の無い聴取者と比較して，音響特徴
の聴取成績が良いことが分かっている．さらに，音感の訓練を行うことによって，成績が向上
することも確認されている．母語話者による音響特徴の聴取においても同様のことが言えるの
であれば，音感の訓練として既に確立されたプログラムである聴能形成を利用することにより，
効果的に音感および音響特徴の聴取成績向上が見込まれる． 
 
２．研究の目的 
 日本語を母語とする実用音声学者を対象とした日本語音響特徴の聴取訓練プログラムを開発
することを目的とした．訓練の回数，実施する期間，音感の訓練の効果などについて，実験を
行って検討した． 
 
３．研究の方法 
 初めに，市販の日本語音声学の教材を調査し，実用音声学者が聴取できることが望ましいと
考えられる日本語の音響特徴を選択した．次にそれらの音響特徴を含む実音声サンプルを用意
して，予備的な実験を行った．10名の日本語を母語とする実用音声学者に対し，音響特徴の聴
取課題（摩擦音やガ行子音の弁別，アクセント型の弁別および識別，母音の無声化の有無
の弁別，円唇・非円唇母音の弁別）と音感課題（純音の高さの弁別，純音の大きさの弁別，
持続時間の弁別，音色の弁別）を実施した．その結果，いくつかの音響特徴と音感課題の聴取
成績の間に有意な関係が確認できた． 
 二年目と三年目は，初年度の予備実験後の聞き取り調査の結果，最も苦手意識を持つ人が多
かったアクセント型の聴取について，同じ参加者を対象に，複数回の実験を行った．(1) 日本
語母語話者の日本語アクセント型の聴取成績がどの程度であるか，(2) アクセント型聴取と音
感の関係，(3) 聴取訓練の効果（音感訓練の有無，回数と成績の推移，実施期間の影響など）
の 3点をリサーチクエスチョンとした． 
 実験課題は，アクセント課題 4種類（無意味語の弁別，有意味語の弁別，無意味語の識別，
有意味語の識別），音感課題 3種類（音の高さの弁別，音の大きさの弁別，音色の弁別）であっ
た．アクセント課題の刺激音は，3 モーラ語を「～がある」または「～がない」というキャリ
ア文に入れたもので，音声合成ソフトウェアを用いて所望のアクセント型になるように作成し
た．音感課題の刺激音は，DTWソフトウェアを用いて作成し，音の高さは 0.5 Hz刻みで基準
音（131Hz，214Hzの純音）±5 Hz，音の大きさは 0.5 dB刻みで基準音±4 dBで作成した．音色
の課題の刺激音には，中心周波数 125 Hz～8000 Hzの間でオクターブステップで取り，10 dB
増幅させた調波複合音を使用した．弁別課題の刺激音の組み合わせは音色の課題以外は総当り
で，音色の課題では中心周波数が 2つ遠くまで隣り合う刺激音の組み合わせとした． 
 関東近郊在住で日本語を母語とする健聴な大学生 35名に対し，最低 2回，最大で 4回実験（聴
取訓練）を行った．35名を 3つの群に分け，そのうち 2群はアクセント課題と音感課題を実施
し（実施順により 2群を区別），残る 1群はアクセント課題のみを実施した．実験実施の間隔は，
1～2ヶ月であり，参加者の都合に合わせて決定した． 
 実験場所は，科学警察研究所内の静かな部屋である．刺激音の再生には聴能形成システム「真
耳」を用いた．刺激音（の組み合わせ）は 1度だけ再生して回答を強制選択させ，回答の直後
に正解のフィードバックを与えた．実験の度に最初に聴力検査を実施し，平均聴力（4FAHL）
が 25dB 未満であることを確認した．以上の実験は，科学警察研究所「人を対象とする医学的
研究等における倫理的方針」に基づき，審査を受けた上で実施した． 
 
４．研究成果 
 初回の実験結果において，各課題における各聴取者群の成績には有意差は見られなかった．
そこで，聴取者全員の結果を分析したところ，課題間の正答率の差が有意であった（図 1参照）．



アクセント課題では，無意味語より有意味語，弁別課題より識別課題で成績が低かった．特に
有意味語のアクセントパターンの識別では，成績の個人差が大きく，母語話者であってもチャ
ンスレベル以下の正答率の者もいた．音感課題では，音の高さの課題が他の 2課題よりも有意
に成績が低かった．全ての課題において，参加者の社会的属性（出身地，性別，年齢）の主効
果は有意ではなかったものの，アクセント課題の一部でのみ 6歳以前の音楽経験の影響が見ら
れた． 
 次に，同じく初回の実験結果について，課題の成績間の相関を調べたところ，全てのアクセ
ント課題と音の高さの課題の間に有意な正の相関が確認された．日本語のアクセントがピッチ
アクセントであることの表れであると考えられる．相関の強さは特に無意味語を用いた課題で
強く，言語処理を伴わない場合には特に物理的な音の高さの知覚に近いことが伺えた． 
 2 回目以降の実験結果について，聴取者群間の差を調べたところ，群間差は有意ではなかっ
た．つまり，課題の実施順および音感訓練実施の有無は，アクセント課題の成績に影響しない
ことが明らかになった．音感訓練が音響特徴聴取の成績の向上につながったとする先行研究は，
非母語話者に関するものであり，日本語母語話者の知覚においては同様の傾向は確認できなか
った．しかし，訓練自体の効果は有意で，どの聴取者群においても，全ての課題で成績の向上
が確認できた（図 2参照）．また，訓練間の期間（日数）の効果は有意ではなかった． 
 日本語を母語とする実用音声学者が日本語のアクセントパターンを聴取する際，音の高さの
感覚がいいほど有利ではあるものの，1ヶ月あるいは 2ヶ月に 20分程度，実音声サンプルを用
いたアクセント聴取訓練を行うことにより，聴取能力の向上が見込めることが明らかになった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
図 1. 課題別 初回実験における全聴取者の成績分布（聴取者全員分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
図 2．課題別 各参加者の成績推移 
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